
人と企業と、モノづくり 奈良県産業界
　
奈
良
県
の
産
業
界
が
経
営
の
ス
ク
ラ
ム
に
力
を
込
め
、
浮
揚
へ
の
機
運
を
高
め
て
い
る
。
近

年
、
県
が
力
を
入
れ
る
企
業
誘
致
は
比
較
的
順
調
。
半
面
で
昨
年

月
の
新
政
権
発
足
後
に
高
ま

っ
た
経
済
浮
揚
ム
ー
ド
は
実
感
と
し
て
広
が
ら
な
い
ま
ま
、
足
元
で
は
地
域
企
業
の
経
営
を
コ
ス

ト
上
昇
が
圧
迫
す
る
。
そ
う
し
た
中
で
県
内
２
経
済
団
体
の
統
合
で
奈
良
経
済
産
業
協
会
が
発
足

し
、
人
材
育
成
、
経
営
自
助
努
力
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
め
る
。
日
本
経
済
の
大
き
な
節
目
を
前
に
、

古
都
・
奈
良
の
企
業
の
底
力
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
。

荒
井
正
吾
氏
奈
良
県
知
事

メ
ッ
セ
ー
ジ

く
ら
し
や
す
い
奈
良
創
る

　
本
県
の
経
済
の
実
情
は
「
県

民
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
は
全

国
最
下
位
レ
ベ
ル
が
続
き
、
ま

た
イ
ン
フ
ラ
面
で
は
道
路
改
良

率
な
ど
の
指
標
が
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
県

の
自
主
財
源
に
目
を
向
け
る

と
、
法
人
関
係
税
の
人
口
一
人

当
た
り
税
収
、
人
口
一
人
当
た

り
地
方
消
費
税
額
は
全
国
最
下

位
レ
ベ
ル
で
、
県
内
に
企
業
が

少
な
く
、
消
費
が
県
外
流
出
し

て
い
る
本
県
の
状
況
を
如
実
に

示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
後

急
速
に
人
口
減
少
、
高
齢
化
が

進
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
地
域
の
産
業
が
活

性
化
し
、
奈
良
に
企
業
が
立
地

し
や
す
く
な
る
よ
う
、
企
業
支

援
や
立
地
環
境
整
備
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
産

業
創
出
の
た
め
の
研
究
開
発
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
県
で
は
県
域

メ
ゾ
経
済
圏

に
お
け
る
経

済
、
産
業
、
雇
用
に
関
す
る
統

計
デ
ー
タ
を
収
集
、
分
析
し
、

新
産
業
の
創
出
な
ど
に
よ
り
お

金
が
循
環
す
る
仕
組
み
の
構
築

を
検
討
す
る
た
め
、
「
奈
良
経

済
産
業
雇
用
振
興
会
議
」
を
立

ち
上
げ
、
議
論
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
社
会
の
到

来
を
踏
ま
え
、
「
リ
ビ
ン
グ
サ

イ
エ
ン
ス
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
「
く
ら
し
」
に
関
連
す
る

新
産
業
の
創
出
と
集
積
を
目
指

す
と
と
も
に
、
漢
方
関
連
産
業

を
本
県
の
新
た
な
中
心
事
業
と

す
る
研
究
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
豊
富
な
観
光
素
材
が
あ
る
奈

良
に
、
一
年
を
通
し
て
よ
り
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
け
る

よ
う
「
記
紀
・
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘

致
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。
良
質

な
ホ
テ
ル
の
誘
致
、
奈
良
公
園

や
平
城
宮
跡
、
県
営
プ
ー
ル
跡

地
の
一
体
的
整
備
で
、
沿
道
の

空
間
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る

「
大
宮
通
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
推
進
し
ま
す
。

　
消
費
を
県
内
に
引
き
戻
す
た

め
、
商
店
街
の
活
性
化
と
、
県

産
品
の
贈
り
物
や
土
産
物
の
充

実
、
地
域
版
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
支
援
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
県
政
の

目
標
で
あ
る

「
地
域
の
自

立
を
図
り
、

く
ら
し
や
す

い
奈
良
を
創
る
」
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
奈
良
経
済
産
業
協
会
の
皆
さ

ま
に
は
、
日
頃
か
ら
県
政
の
推

進
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。
県
内
最
大
の
経
済
団

体
と
し
て
、
本
県
の
経
済
活
性

化
の
た
め
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▲

▲

県
内
２
経
済
団
体
が
統
合
地
域
産
業
浮
揚
へ
機
運
経
営
の
ス
ク
ラ
ム
に
力

新産業創出に重点漢方薬関連支援通じ奈良県

５
月
末
に
県
観
光
の
玄
関
口
で
あ

る
近
鉄
奈
良
駅
前
に
大
屋
根

高

さ

、
長
辺

、
短
辺

、
総
事
業
費
２
億
円

が
完

成
、
「
雨
の
時
で
も
便
利
な
待
合

い
場
所
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
」

県
担
当
者

　
奈
良
県
は

年
度
、
新
産
業
の

創
出
に
重
点
的
に
取
り
組
む
。
な

か
で
も
地
域
の
特
性
を
反
映
し
て

い
る
の
が
２
０
０
０
万
円
の
予
算

を
確
保
し
た
「
漢
方
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
だ
。
漢
方
・
生
薬
製
剤

の
原
料
と
な
る
薬
用
作
物
の
生
産

か
ら
、
漢
方
関
連
製
品
の
開
発
、

販
売
ま
で
の
支
援
に
県
の
産
業
政

策
課
、
薬
務
課
、
農
業
水
産
振
興

課
が
部
局
横
断
的
に
協
力
し
て
取

り
組
む
。

　
奈
良
は
古
来
よ
り
薬
用
植
物
が

栽
培
さ
れ
、
中
国
な
ど
か
ら
渡
来

す
る
生
薬
も
集
ま
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
江
戸
時
代
に
「
陀
羅
尼
助
」

だ

ら

に

す

け

な
ど
の
名
薬
が
生
ま
れ
、
「
置
き

薬
」
と
い
う
独
特
の
方
式
で
販
売

す
る
配
置
薬
産
業
が
興
っ
た
薬
に

縁
の
深
い
土
地
だ
。
現
在
も
県
内

に
は
医
薬
品
製
造
業
が
約

社
あ

る
。

　
今
年
度
に
県
が
取
り
組
む
事
業

の
う
ち
薬
用
作
物
の
生
産
に
関
し

て
は
、
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ

Ｔ

を
用
い
た
栽
培
方
法
の
標
準

化
や
栽
培
技
術
指
導
者
の
育
成
に

取
り
組
む
ほ
か
、
優
良
種
苗
の
生

産
や
低
コ
ス
ト
化
に
役
立
つ
栽
培

技
術
を
研
究
す
る
。
栽
培
技
術
の

標
準
化
は
現
在
、
栽
培
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
づ
く
り
を
委
託
す
る
業
者
を

公
募
し
て
選
定
中
。
栽
培
技
術
指

導
者
の
育
成
は
研
修
生

人
を
集

め
て
お
り
、
す
で
に
県
内
の
薬
園

で
ジ
オ
ウ
の
栽
培
の
講
習
会
を
始

め
た
。

　
講
習
会
に
参
加
し
た
山
口
農
園

奈
良
県
宇
陀
市

は
「
将
来
的

に
採
算
性
が
見
え
れ
ば
参
入
し
た

い
」

山
口
貴
義
社
長

と
の
考

え
で
県
の
取
り
組
み
に
協
力
し
て

い
る
。
４
月
か
ら
は
大
和
ト
ウ
キ

な
ど
薬
用
作
物
の
試
験
栽
培
も
始

め
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
県
は
薬
用
作
物
の
栽
培

か
ら
化
粧
品
な
ど
関
連
製
品
の
製

造
、
販
売
ま
で
の
６
次
産
業
化
を

目
指
す
取
り
組
み
に
補
助
金
を
交

付
す
る
ほ
か
、
一
般
向
け
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
い
て
漢
方
薬
の
認
知

度
を
向
上
す
る
こ
と
を
計
画
し
て

い
る
。
歴
史
・
文
化
的
に
蓄
積
の

あ
る
漢
方
・
生
薬
産
業
を
育
て
、

少
子
高
齢
化
社
会
で
課
題
と
な
る

さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
の
予
防
に
つ
な

げ
る
狙
い
だ
。

活
況
だ
っ
た
第
３
回
奈

良
マ
ラ
ソ
ン

競
技
場

ス
タ
ー
ト
直
後
の
市
民

ラ
ン
ナ
ー
、

年

月

　
経
済
産
業
省
の
統
計
に
よ
る

と
、
２
０
１
２
年
に
奈
良
県
内
に

立
地
し
た
工
場

研
究
所
含
む

の
件
数
は

件
と
前
年
比
で
２
件

増
え
た
。
全
国
件
数
１
２
４
７
件

に
占
め
る
比
率
は
１
・
８
％
。

年
以
後
は
立
地
件
数
が

件
台
を

維
持
し
、
全
国
経
済
シ
ェ
ア
１
％

弱
と
さ
れ
る
奈
良
県
が
企
業
誘
致

で
健
闘
し
て
い
る
。
県
内
企
業
と

と
も
に
大
阪
府
の
企
業
に
よ
る
立

地
が
目
立
つ
。

年
以
後
の

年

間
で
、

年
ま
で
は
年

件
を
超

え
た
の
は
５
回
だ
け
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
企
業
立
地
を
促
進
す
る

た
め
、
県
で
は

年
度
に
９
億
２

４
０
０
万
円
の
予
算
措
置
で
補
助

金
を
拡
充
。

年
の
紀
伊
半
島
大

水
害
で
打
撃
を
受
け
た
県
南
部
・

東
部
地
域
へ
の
立
地
に
対
し
て
加

算
金
を
出
す
ほ
か
、
情
報
通
信
業

の
誘
致
に
最
大
３
億
円
の
補
助
金

を
創
設
し
た
。

　
工
業
統
計
調
査
に
よ
る
奈
良
県

の
製
造
品
等
出
荷
額
は

年
が
１

兆
９
１
８
１
億
円
で
前
年
比
３
・

４
％
減
。
全
国
順
位
は

位
で
、

こ
の

年
は
順
位
が
下
が
る
傾
向

に
あ
る
。
大
手
電
機
な
ど
の
拠
点

流
出
が
響
い
て
お
り
、
地
域
企
業

の
底
上
げ
、
さ
ら
な
る
誘
致
促
進

が
急
が
れ
る
。
南
都
経
済
研
究
所

奈
良
市

の
島
田
清
彦
主
席
研

究
員
は
「
大
阪
の
大
企
業
を
定
年

退
職
し
た
人
材
が
県
内
再
就
職
で

知
見
を
生
か
す
よ
う
な
仕
組
み
が

う
ま
く
で
き
れ
ば
も
っ
と
県
内
産

業
は
活
性
化
す
る
」
と
見
て
い

る
。

　

年

月
に
奈
良
工
業
会
と
奈

良
県
経
営
者
協
会
が
合
併
し
て
発

足
し
た
奈
良
経
済
産
業
協
会

奈

良
市

は
約
５
０
０
社
の
会
員
を

擁
し
、
奈
良
県
産
業
界
の
中
核
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
企
業
個
々
の

人
材
育
成
や
経
営
力
ア
ッ
プ
を
後

押
し
す
る
役
割
の
一
方
で
、
県
の

経
済
振
興
策
に
、
ど
う
実
効
あ
る

関
与
が
で
き
る
か
が
試
さ
れ
る
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
総
合
研
究

所
に
よ
る
奈
良
県
内
中
小
企
業

１
０
４
社
対
象

の
動
向
調
査

で
は
、
１
―
３
月
期
の
景
気
動
向

指
数

Ｄ
Ｉ

は
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

が
０
・
０
と
前
回
調
査
の

・

３
か
ら
改
善
し
た
。
製
造
業
が
主

に
回
復
し
て
お
り
、

年
後
半
に

か
け
て
奈
良
県
産
業
の
上
昇
に
期

待
が
か
か
る
。

　
全
国
的
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

年

に
開
催
さ
れ
た
「
平
城

遷
都
１
３
０
０
年
祭
」

は
奈
良
観
光
の
あ
り
方

に
一
石
を
投
じ
、
街
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
試

み
が
そ
の
後
も
続
い
て

い
る
。
従
来
４
月
の

「
遷
都
祭
」
を
衣
替
え

し
た
「
平
城
京
天
平

祭
」
は
春
・
夏
・
秋
の
３
回
開

き
、
天
平
衣
装
の
行
列
な
ど
が
観

光
客
を
引
き
つ
け
る
。
ま
た
市
民

ラ
ン
ナ
ー
が
大
和
路
を
駆
け
る

「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
」
。

年

月

の
第
３
回
は
約
１
万
４
０
０
０
人

が
出
場
す
る
盛
り
上
が
り
だ
。
こ

れ
ら
に
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

多
数
活
動
す
る
な
ど
、
地
域
力
の

顕
在
化
と
い
え
る
動
き
が
あ
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ６月１１日 火曜日 　　


